
　今回は「個別の教育支援計画」と「個別の指導計画」キャリア・パスポート「未来へのスケッチ」作成
と活用方法についてお知らせします。
①個別の教育支援計画は、本人、保護者との対話を通して将来の夢、なりたい自分に向けて必要なことを
　記入します。それらの思いや願いを基にして支援の方向性を決め、合理的配慮を含む支援の内容まで具
　体的に記入します。医療・福祉などの関係機関との連携を図るためのツールであり、年度当初に担任が　　
　作成します。

②個別の指導計画は、児童生徒の実態に応じて担任が作成します。一年後を見据え、段階的に具体的な目
　標を設定します。また、本人が主体の肯定的な目標とし、複数の人が見ても評価が可能となるような目
　標とします。児童生徒の実態把握を適切に行い、達成が可能な目標を設定することが大切です。
　
＊合理的配慮は、学校が一方的に「これをやります」と決めるものではありません。学校・本人・保護者
　の三者で対話を行い、子どもの発達段階に合わせて「本当に必要な配慮は何か」をすり合わせ、お互い
　が納得した上で決定し、「個別の教育支援計画」に、決定事項として書き込みます。これにより、学年
　が変わったり担当教員が代わったりしても、配慮が途切れずに引き継がれる根拠になります。「個別の
　教育支援計画」に書かれた長期的な配慮を、学期ごと・各教科ごとの具体的な手立てとして「個別の指
　導計画」に反映させ、毎日の実践として実行します。

③キャリア・パスポート「未来へのスケッチ」は児童生徒本人が主体となって作成するものです。自己理
　解を促すためのツールであり、子どもの実態に応じて目標設定や振り返りの機会を工夫する必要があり
　ます。
＜小学部＞教師が子どもの様子を見取り、自分の好きなこと、得意なことを見付け、自己肯定感を育むこ
　　　　　とができるようにしていくことが大切です。
＜中学部＞１か月で達成できると思われる目標をなるべく具体的に設定します。 うまくいかなかった際の
　　　　　「次はどうするのか？」という振り返りも重要です。
＜高等部＞卒業後の自立と社会参加を見据え、長期目標と短期行動を結び付ける思考力を養います。「目
　　　　　標のために今、何をするか」を具体的に言語化していきます。
　「未来へのスケッチ」を活用していくためには、対話を中心に進め、子どもの思いや願いを傾聴するこ
と、できたことを教師が認め価値付けること、家庭にも子どもの成長を伝え、連携を取ることなどがポイ
ントになります。
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いつでもお気軽にお問い合わせください
教育専門監等の派遣依頼文の様式は、ゆり支援学校ホームページからダウンロードできます。

　本校では交流及び共同学習の一環として、居住地校交流や学校間交流を積極的に行っています。 交流活
動の事前・事後学習として障害理解学習を取り入れることで、障害に対する具体的な学びや、 児童生徒の
発達段階に応じた自己理解・相互理解を促し、効果的な交流活動につながっています。今年度、６月まで
に行われた障害理解学習についてお伝えします。

岩谷小学校３年生
ユニバーサルスポーツクイズ　ボッチャ体験
居住地校交流の事前学習（交流児童の紹介）

本荘東小学校４年生

矢島小学校２年生 ゆり支援学校の紹介　絵本の読み聞かせ　交流児童の紹介

矢島小学校５年生 ゆり支援学校の紹介　車椅子体験　＜交流対象学年以外＞

象潟小学校３年生 ゆり支援学校の紹介　不器用さの紹介　＜交流対象学年以外＞　

＜６月までに実施した学校＞　　　　　     ＜障害理解学習の内容＞

障害理解学習と交流及び共同学習について（小学部）

ゆり支援学校相談窓口
TEL　 0184-27-2631
E-mail yuri-s@akita-pref.ed.jp
HP      http://www/yuri-s.akita-pref.ed.jp　　

教　頭　　　　　髙橋基裕　冨樫真雄
教育専門監　　　太田清子
地域支援部主任   佐々木弘美

特別支援教育アドバイザー　近藤千晴
特別支援教育地域センター
・火、金曜日　9：00～15：45　本荘東小学校内　　
　TEL　0184-24-1236　　　　　　　　　
・木曜日　9：00～15：45　岩谷小学校内　
　TEL　0184-65-2220（特別支援教育相談ルーム）　

【地域支援だよりで取り上げて
　ほしい内容等ありましたらこ
　ちらの二次元バーコードを読
　み取りご記入ください】

由利本荘、にかほ地区の高校の先生方を
対象にご案内しています

【障害理解学習の詳細は
　こちらから御覧ください】
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